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　　 ◦E. Fuller Torrey（1992）、『Freudian 
fraud』、HarperCollins。
　10　境界性パーソナリティ障害は、女性に多く
見られるパーソナリティ障害である。対人
関係の不安定さ、感情の不安定さ、自傷行
為、などを主な特徴としている。
　11　氏原寛（1929～　　）。京都大学を卒業。
ユング派の臨床心理学者。大阪外国語大
学、大阪市立大学、帝塚山学院大学、など
の教授を歴任した。
　12　アメリカ心理学会は、1892年に設立され
た、心理学者を会員とする職能団体であ
る。2014年現在の会員数は約15万人で、心
理学領域ではアメリカ最大規模の組織と
なっている。
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